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評価結果の総合所見 

本課題は、健康関連物質や疾病のバイオマーカーとして有望視されているポリアミンのスペルミジン

とスペルミンの個別定量の実現に向け両者を区別する試薬の開発を目指すものである。 

目標の一部が達成できず、現段階では技術的課題が残されているものの、今後の取り組み次第で

は企業との共同研究につながる可能性がある。 

発光強度比によるスペルミジンとスペルミンの識別には一定の成果が認められる。一方、目標とした

重要な機能評価が十分に実施できなかったことから、産学共同研究を見据えた産学連携への取組は

不十分であると認められる。 

今後は、戦略的な知的財産化を意識しつつ、更なる機能評価を実施しポリアミン類の個別簡便検出

システムの有用性を検証する必要がある。 
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